
楽しい学級・学校づくりのために 第 44 号                      （平成 25 年３月 15 日） 

 

 

 

第 3 回不登校支援担当者研修会に鹿嶋真弓先生（高知大学准教授）を講師に迎え，学校でできる不登校

支援について研修を行いました。研修の中で実際に使えるシート 2 種類について提案していただきまし

た。この不登校支援マップ（援助資源マップ・登校支援ロードマップ）の使い方を紹介します。 

登校支援ロードマップ 

本人とメールでのやり取りができるようになる 

オセロゲームや将棋を持っていく 

学校の門をくぐる練習をする 

家庭訪問の時間を長めにして，会話重視にしてみる 

少し散歩にでかけるようにする 

一緒に勉強のプリントをやってみる 

保護者情報から本人の好きなものを届ける 

家庭訪問しても全く会うことができない。 

家庭訪問を週 1回から週２回へ増やしてみる 

家庭訪問の日を設定して手紙を届ける 

登校に向けた支援にひと工夫を加え，学校へ向

かうための支援のステップを考える『登校支援

ロードマップ』です。ほんの少しずつ変化を加

えながら支援していきましょう。個々の状態を

見ながらステップアップするとよいでしょう。 

家庭訪問したときに，会え

てよかったというメッセー

ジを伝えてくる。 

高知大学 准教授 鹿嶋真弓先生 

不登校支援マップ 

 

その他 

学校内 
関係機関 

（福祉・医療等） 

地域 相談機関 

[       ]学校 

援助資源マップ 

このマップは，学校

のリソース探しに活

用します。子どもを

支援するために使え

るリソース探しをし

てみましょう。 

民生委員さんや PTA

のOBや児童館あるい

は，学校の近所の方

など地域の資源を探

してみましょう。 

校区内の学校や個

人的なボランティ

アなど。 
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【【【【横浜中学校横浜中学校横浜中学校横浜中学校】】】】    

時 間  金曜日 3 時間目 

場 所  校長室 

参加者  校長・教頭・養護教諭・不登校支援担当者（学年代表を兼ねる）・各学年生徒支援担当 

     特別支援コーディネータ・教育研究所・SSW  計９名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【【【城西中学校城西中学校城西中学校城西中学校】】】】    

時 間  木曜日 4 時間目 

場 所  会議室 

参加者  校長・教頭・養護教諭・不登校支援担当者・各学年代表・SSW・スクールカウンセラー 

     教育研究所        計 10 名 

会の流れ  （事前）      （当日） 

 

『不登校支援はチーム支援である』不登校支援担当者を中心に校内で組織的に行うことでより充実した

支援へと向かいます。2 校の校内支援体制を紹介します。 

不登校支援担当者の役割 

・研究所との連絡調整と研究所へ週 1 回訪問し子どもへの支援 

・個々の支援に関わって関係機関の調整 

・教育相談に関する資料作成 

・教育相談の研修の設定と司会等 

・「Q－U」や「あったかアンケート」実施に向けての提案 

生徒支援委員会 

・子どもの様子を共有 

・各支援の方向について確認 

学年と管理職でケース会 

スクールカウンセラーの 

カウンセリング 

SSWへつなげる 

小
学
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弟
妹
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保
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者
と
の
三
者
支
援
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不登校支援担当者が週 1 回

研究所に訪れ，子どもの様子

や情報を得て伝達する 

小学校時代の様子を知るた

めに，小学校への聞き取り 

関係機関との連携，子ども家庭

支援センターや児童相談所等 

連絡先：高知市教育研究所教育相談班（TEL:088-832-4498・4497） 

不登校支援担当

者から，会での決

定事項の確認 

不登校支援担当

者が毎回，支援シ

ートを作成 

シートに  ①個々の状況の確認 

基づき各  ②支援の方向性の検討と決定 

学年順に 

さまざまな立場の人の
情報や見立てを知るこ
とができる。 

一週間でも生徒を取り巻
く状況や生徒の気持ちは
刻々と変化するので，細
かな手立てがうちやすく
なる。 

学年に不登校支援担当者
がいることで，「不登校対
応」についての意識が全
体にひろがりやすい。 

委員会で課題になったこ
とをもとにすぐに支援会
がひらきやすい。 

事実としての共通の認
識ができる。 

 

次の展開に向けて，それ
ぞれの役割を確認でき
る。 


